










名 張 市 小 史

古くより名張は大和の国に隣接し、東西往来の要所として開けました。

 遠くは万葉の昔、当麻
たぎまの

真
ま

人
ひと

麻呂
ま ろ

の若い妻は、持統天皇に伴って伊勢に旅立っ

た夫の安否を気づかい「吾
わ

が背子
せ こ

は何処
い ず

くゆくらんおきつもの名張の山を今日

か越ゆらん」と万葉集に秀歌をしるしています。

 江戸時代の初め(１６３６年)津の藩主藤堂高虎の養子高吉が名張に移封され
てから、現在の町は伊勢参りの宿場町として形造られ、さらに藤堂氏の城下町

として一層発展しました。

 明治８年に現在の市街地にあった簗瀬
やな せ

村、平尾村、北出村、南出村が合併し

て、簗瀬村となり、同 1３年に名張村と改称、同２２年に町制を施行して名張町
が誕生しました。このころから商業の町として性格を強め伊賀、大和の境界に

おける地域経済の中心地としての役割を果たしてきました。

 大正１１年に伊賀鉄道さらに昭和５年に参宮鉄道(現在の近畿日本鉄道)が開
通するに至り、産業・観光面で飛躍的な発展を遂げました。

 町はその後、周辺各村との合併を重ね、昭和２９年３月３１日、ついに市制

を施行することになり、名張市が誕生しました。

 市制発足当時の世帯数は６，１６１世帯、人口は３１，０１２人で、以後わ

ずかな増減を繰返していましたが、昭和３８年から始まった桔梗が丘住宅地の

開発を皮切りに宅地開発が進むにつれ人口が増え始め、昭和５０年代に入ると

さらにその勢いを増し、昭和５５年１０月からの１年間には、対前年比 7.9％の
上昇をみせ、全国一の人口増加率(全国市長会調べ)を記録しました。
 その後、人口増加は継続し、昭和６３年に６万人台、平成３年には７万人台、

そして平成８年に８万人台に突入しましたが、平成１２年の８万３千人台を最

高に減少へと転じ、現在では８万人台を割っております。












